徒然日記　　
訪問看護師11年　　　　　　　　　朝倉医師会訪問看護ステーション　西田　智美

訪問看護師として働きだした時、こんなにも病院との違いがあることを思い知り、戸惑うことばかりでした。在宅では一人として同じ環境はなく、毎日のように違う出来事が起こり、一人一人の価値観の違いから個別性を大きく感じています。
私が訪問看護師として働き始めた時、「毎日同じことはない、いつも違うことが起きる。」と笑顔で話す管理者の姿を思い出しました。その時は、その言葉の意味を深く考えていませんでしたが、最近やっと理解できてきたように感じます。
訪問先でも良いことばかりではないけれど、日頃笑顔を見せない療養者さんが笑ったり、訪問しただけで「ありがとう」と感謝の言葉をいただいたりすると心が和み、訪問看護師としてのやりがいを感じます。
療養者さんが自宅でその人らしい暮らしを続けるために支援し、また家族との関わりや医師への代弁者となること、他職種の方と連携・協力することで療養者さんと同じ目標に向かうための重要な役目と考えます。
今日もまた、何が起こるかと思いながら訪問に行ってきます。

